ＣＯＣ地域フォーラム「私たち学生は地域のために何をすべきか」

地　域　活　動　実　践　報　告　書
	所属
	

	事業名
	

	活動目的
	①学生にとっての活動目的・意義（取り組みのきっかけなど）
②地域にとっての活動目的・意義


	関わっている
地域・団体
	※学生との関係性・役割分担なども添える


	現状と課題
	①活動の現状と今までの成果
②これまでに直面した問題や、現状の課題
③今後の展望（課題も含む）

	参加学生氏名
	


ＣＯＣ地域フォーラム「私たち学生は地域のために何をすべきか」

地　域　活　動　実　践　報　告　書
	所属
	松本大学　地域づくり考房『ゆめ』

	事業名
	メニュー開発による○○村活性化の手伝い
（チーム名：○○村応援隊）

	活動目的
	①学生にとっての活動目的・意義（取り組みのきっかけなど）
震災による○○村の被災状況を受け、「○○村で取れる野菜の販売やレシピ開発を行い、復興支援をする」ことを目的とし、活動を開始した。
②地域にとっての活動目的・意義
特産品などの販売や商品開発を通して、外部の方に村の現状を知ってもらう機会が生じ、観光客の誘致や募金活動に繋がる。


	関わっている
地域・団体
	※学生との関係性・役割分担なども添える
・○○村
・○○村農産物直売所（取扱い野菜の販売・レシピ開発用食材の提供）
・○○村カフェ（提供メニューの共同開発）


	現状と課題
	①活動の現状と今までの成果
H23 活動開始、○○村産農作物を松本市内やネット通販にて販売
H25 村の特産品を使用したお菓子の商品化、販売
H26 村の特産品を使用したメニュー開発、レシピ集の発表
H28 村内カフェで提供するメニューの共同開発
②これまでに直面した問題や、現状の課題
・大学所在地から○○村まで遠いため、村内の現状について知る機会を
頻繁に設けられなかった。
・震災発生から年月を経て復興が進んできている中で、今後自分たちの活動を
どのように展開していくか。
③今後の展望（課題も含む）
・復興支援にとどまらず、○○村の特色ある食材を使った商品開発・メニュー
作成を続け、地域振興へと繋げたい。

	参加学生氏名
	▲▲学部　■■学科　２年　松本花子
１年　新村一郎
□□学科　２年　北新太


地域活動実践報告書の記入にあたって
※この報告書は、参加学生全員に資料として配付され、グループに分かれて行われるワークショップで活用します。
※ワークショップでは、活動メンバーがそれぞれのグループに分かれるため、フォーラムに参加する学生は、自分の活動についてこの報告書に基づいて実践報告をしていただきます。（活動メンバーの代表者が、参加者の前でプレゼンテーションする形式ではありません）
※報告書の記入方法は、記入例を参考に簡単にまとめて下さい。もし用紙が足りない場合は、2枚にまとめていただいても結構です。

※提出方法は、郵送又はＥ－ｍａｉｌで、11月24日（木）必着でお願いいたします。
提出先
〒390-1295
長野県松本市新村2095-1
松本大学　地域づくり考房『ゆめ』
メール：community@matsu.ac.jp
記入例








